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デューイ教育学の日本の学校教育への導入に関する一考察（２）
A Study on the Introduction of Dewey Pedagogy 


















































































































































































































































　例えば表１は、佐藤学が、Mayhew & Edwards, 
The Dewey School：The Laboratory School of 
the University of  Chicago,  1896 -1903 , 



























月 火 水 木 金
９：00～９：30 合唱 体操 理科 ─ 理科
９：30～10：00 手工 家庭科 理科に関連した工作 描画 描画
10：00～10：30 社会的オキュペーション・歴史
10：30～11：00 理科 理科 裁縫・織物 理科 裁縫・織物
11：00～11：30 ゲーム・工作 ゲーム・工作 音楽 昼食の準備 ゲーム・工作

















































































































































































































































































































































































































































































































41）Lauel N.Tanner DEWEY’S LABORATORY 
SCHOOL Lessons for Today, Teachers College, 
Columbia University, 1997, p.53.
42）単元学習とは、佐藤学によると「学校が準備す
る教材と学習経験を、子ども自身の課題化された
学習の単位に再構成し展開すること」である（佐
藤、前掲、米国カリキュラム、p.334.）。
43）佐藤、前掲、米国カリキュラム、p.5.
44）倉沢剛『米国カリキュラム研究史』（風間書房、
1985年）p.267.
45）佐藤学によると、戦後新教育における日本の
デューイ受容において「なすことによって学ぶ」
という標語とともに、キルパトリックの「プロジェ
クト・メソッド」によるデューイの矮小化として、
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拡大したためだとしている（佐藤、前掲、学びの
対話的実践へ、pp.45～46.）。
46）デューイ自身は、このシカゴ実験学校で４才の
子どもの教育から大学院課程までの一貫した教育
課程のモデルを構想していたという（小柳正司
「デューイ・スクールの真実─シカゴ大学実験学
校はどのような学校だったのか─」（『鹿児島大学
教育学部研究紀要』教育科学編 第50巻 1999年）
pp.201～204.）。
47）メイヨー／エドワーズ、前掲書、p.30.
